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(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 600字以内で作成のことU )
近年、新たな乱用薬物が法規制を逃れるために次々と出現し社会問題となっているが、分析
データがない薬物(化合物)も存在する。本研究では、ガスクロマトグラフィー・質量分析法
を用いて、覚醒剤メタンフェタミンと6種類の4位置換メタンフェタミン榎との識別牡を検討
し、以下の点を明らかにした。
1)メタンフェタミンおよび4位置換メタンフェタミン類にトリフルオロアセチル誘導体化
を行うことにより、検出の分解能と感度が向上し、それぞれの化合物の識別がより容易
になった。また、これらの化合物を尿中に添加して測定した場合でも、尿中爽雑物に影
響されることなく検出可能であった。
2)今回検討した4位置換メタンフェタミン類の内、 4-メトキシメタンフェタミンのみ0-脱
メチル化体に代謝されたが、他の5化合物は各肺脱メチル化体に代謝された。また、メ
タンフェタミンに対する阻害活性(工CJ　は、 41ヨードメタンフユタミン>4-プロモメタ
ンフェタミン>4-タロロメタンフェタミン>4-メトキシメタンフェタミン>4-フルオロ
メタンフェタミン>4-ニトロメタンフェタミンの順であった。
以上より本論文は、分解能と感度良くメタンフェタミン類を検出する新たな手法と、それら
の代謝物の特性に関する新規の知見を撮示した。さらに、最終試験として論文内容に関連した
試問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に値するものと認められた。
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